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1．は　じ　め　に

新型シルフィ（北米名；セントラ）は、セダンが主流と
なっているグローバルな市場に向けて開発した。競争の激
しい市場に向けて、デザイン、品質感、快適性のすべてを
高いレベルでバランスさせた本格セダンとして誕生した。

2．商品の狙い

2.1　役割
新型シルフィに課せられた役割は、グローバルなCセグ

メントセダンとして、
1）台数と利益への貢献
2）日産ブランド力向上への貢献
となる。

2.2　ターゲットカスタマー
商品企画を行うに当たり、メインマーケットである北米

と中国での調査から、以下のようなターゲットカスタマー
の特徴が挙げられる。
• Passion: 家族や友人との時間を大切にしたい。
• Proficiency: いろいろなものにチャレンジして、自分を
磨いている。

• Pride: 物を選ぶ際、自分の基準がある。周りに対して優
越感を感じたい。

•  Harmony: 家族や友人に快適に思ってもらいたい。

• Balance: 豊かになった自分に見合ったライフスタイルを
求めたい。
新型シルフィのターゲットカスタマーは、家族や友人を

大切にし、いろいろなものにチャレンジをするライフスタ
イルを求め、自分の価値感を持っているお客様と想定し
た。

3．商品コンセプト

ターゲットカスタマーのニーズを考慮し、「Emotive 
“Mainstream Sedan”」というコンセプトを掲げて、開発
を進めてきた。

4．アピールポイント

新型シルフィの開発において、アピールポイントを以下
の三つに設定した。
1）Energetic Sedan Expression
　 セダン本来の美しさとダイナミックさを追求したデザ
イン

2）Delight for All
　ひとクラス上の快適さをすべての席に

3）Clever Efficiency
　低燃費と運転のしやすさ
本章では、それぞれのアピールポイントの詳細について

説明する。
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新型シルフィ／セントラ商品概要
Product Outline of All-new SYLPHY/SENTRA
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抄 録 新型「シルフィ／セントラ」は、旧型モデルの強みである品質の高さ、室内の広さ、乗った
ときの快適性を継承・強化すると共に、弱みであったプロポーションを改善した。正常進化でありながら、
乗ったお客様のすべてに「ひとクラス上の快適性」を感じてもらえるように、企画・開発してきた。本稿では、
この新型「シルフィ／セントラ」の商品概要を説明する。

Summary The new SYLPHY/SENTRA has been improved over the previous model with not 
only enhanced perceived quality, roominess, and riding comfort but also modifications to address 
its weakness: vehicle proportions.  It was developed to provide a sense of being “one class above” 
to all customers as a 2nd generation evolution.  In this article, we give an overall product outline of 
this new SYLPHY/SENTRA.
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4.1　Energetic Sedan Expression
4.1.1　エクステリアデザイン
新型シルフィは、バランスのよいワイド&ロープロポー

ションとした（図1、図2）。特に幅が65mm広がったこと
でデザインの自由度が高まり、エモーショナルな表現が可
能になった。エクステリアのポイントに、サイドの美しく
抑揚のある面を強調するように入っているシャープなキャ
ラクターラインがある。フロントフェンダーが盛り上がっ
てボリュームを感じさせながら後方へ流れ行くロアボディ
と、アッパーキャビンのバランスがよく仕上がっている、
セダンらしい表現となっている。ヘッドランプとリヤコン
ビランプにはLEDを多用して、ハイテクかつ高品質感を
演出している。フロントグリルは、堂々としたサイズ感と
緻密な造り込みを行っている。そのような部分も加えて、
セダンらしい品質感やフォーマリティを醸し出すことを追
求した。

4.1.2　インテリアデザイン
インテリアの特徴はインストルメントパネルである。ボ

リュームのあるセンター部分から鳥が翼を広げたような流
れのあるデザインを採用し、エモーショナル感と横方向へ
の広々感をつくり出している。空間も室内幅が30mm広
がったことで、これまで高さと長さで生み出していた広々
感に、さらに横方向が加わり、空間のバランスがとてもよ
くなっている（図3）。いままでのMクラスセダンでは成
し得なかったデザインの実現が、新型シルフィの価値と
なっている。

4.2　Delight for All
4.2.1　Ｌクラス並みの快適性を追及した後席
ロングホイールベースや室内パッケージングの最適化な

どにより好評であった旧型モデルと同様に、ゆとりのリヤ
ニールームを確保した（図4）。また、リヤシートは背もた
れのサイド部の張り出しをおさえた新しい形状を採用する
ことで、後席に2人座った際のしっかりとしたサポート性
だけでなく、後席に3人座った際のゆったり感を実現した
（図5）。

4.2.2　ひとクラス上の静粛性
快適な空間をつくり上げるために、音振性能への要求

がグローバルに高まっている。新型シルフィは、「ひとク
ラス上の静粛性」をコンセプトに、ボディ剛性を高めて振
動を抑制することで、静粛性を向上させている。さらに音
の侵入経路となる隙間を徹底的に排除し、吸遮音材を効
率よく配置することで、静かで快適な室内を実現した（図
6）。

図ｰ3　インテリアデザイン
Fig. 3   Interior design

図ｰ 2　エクステリアデザイン（リヤクオータービュー）
Fig. 2   Exterior design（Rear quarter view）

図ｰ6　走行シーンによる静粛性比較
Fig. 6   Quietness by driving scene

図ｰ 4　後席ニールーム
Fig. 4   Rear knee room

図ｰ5　後席シート形状
Fig. 5   Rear seat shape

図ｰ 1　エクステリアデザイン（フロントクオータービュー）
Fig. 1   Exterior design（Front quarter view）
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4.2.3　エアコンの左右独立温度調整機能を追加
前席、後席ともに快適に過ごせるよう、上級車で採用し

ているエアコンの左右独立温度調整機能とリヤベントを採
用した（図7）。

4.3　Clever Efficiency
4.3.1　エンジンラインアップ
新型シルフィは、お客様にストレスのない運転を提供す

るために、新開発の自然吸気エンジンMRA8DEと
HR16DEを採用し、各国の要望に合わせられるようライン
ナップを充実させた。
4.3.2　新開発MRA8DEエンジン
新型シルフィは、旧型モデルに対しダウンサイズとなる

が、ロングストローク化を始め、燃焼効率の向上、吸排気
効率の向上、フリクションの低減を行ったMRA8DEエン
ジンを採用することで、力強くスムーズな走りと低燃費を
両立させた（図8、図9）。

4.3.3　副変速機付エクストロニックCVT 
ジュークやノートと同じ、副変速機を備えた構造のエク

ストロニックCVTを採用した。副変速機を備え、ワイド
な変速比幅を持つことで、発進時や低速走行時でのレス

ポンス向上と、高速走行時のエンジン回転数の低回転化を
両立し、燃費の向上を実現させた（図10）。

4.3.4　燃費・動力性能
新型シルフィは、MRA8DEエンジンとエクストロニッ

クCVTとの組み合わせでは、従来の2.0Lと変わらぬ加速
性能でありながら燃費を大幅に向上させた（図11、図
12）。新型シルフィは旧型モデル（MR20DE）に対して、
約16％燃費向上を実現している。

4.3.5　運転のしやすさ
新型シルフィは、運転のしやすさにも配慮した。駐車時

図ｰ8　MR18DEからの変更点
Fig. 8   Modifications from MR18DE 

図ｰ 7　オートエアコン（左）とリヤベント（右）
Fig. 7   Automatic air conditioner and rear air vents

図ｰ9　エンジン主要諸元
Fig. 9   Engine specifications

図ｰ11　加速性能
Fig. 11   Acceleration performance

図ｰ12　燃費
Fig. 12   Fuel economy

図ｰ10　エクストロニックCVT
Fig. 10   XTRONIC CVT
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の切り返しなどが軽快に行えるよう、パワーステアリング
のモーターの伝達特性を向上させ、ステアリング操作力を

低減している。高速時のしっかり感、市街地でのスムーズ
な操舵感は従来通りとして、軽快かつ安心感が持てるハン
ドリングを実現した（図13）。

5．お　わ　り　に

新型シルフィは、高い品質感、広さといった強みをさら
に発展させ、弱みであったプロポーションを改善した。正
常進化でありながら、より強い商品にすべく企画、デザイ
ン、開発、生産、マーケティング部門が一丸となり、開発
を進めてきた。この新型シルフィの魅力は、きっとお客様
に十分ご満足していただくことができると信じている。
最後に、開発に携わってきたすべての関係者の方々に、

深く御礼を申し上げます。
図ｰ 13　ステアリング操作力

Fig. 13   Handling

■著　者■

田　川　博　英 中　田　喜　直呉　　　越
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1．は　じ　め　に

日産自動車では地球温暖化問題への対応として、走行
中の排出ガスがゼロであるゼロ･エミッション車の市場導
入でリーダーシップを取ることを目指している。2010年
12月に発売された日産リーフはこの戦略に則り、初の量販
電気自動車（EV）としてグローバルに多くのお客さまに
受け入れられることを狙って開発され、これまでに5万台
以上というEVとしては異例な販売台数を達成している。
お客さまからは、100％電気自動車ならではの「走行中の
排出ガスゼロ」に加えて、動力性能や静粛性、さらには
EVの運転をサポートする専用のEV-ITシステムなど、高
い評価をいただいている。今回、発売後のお客さまの声、
技術的な見直しなどを反映してマイナーチェンジを実施し
た。

2．マイナーチェンジのポイント

今回のマイナーチェンジでは、更なる量販に向けて商品
力向上のため、「EVとしての性能」、「クルマとしての魅
力」、「お買い求めやすさ」の3つをポイントとし、開発・
商品化を行った（図1）。

2.1　EVとしての性能： 航続距離228km
車両全体での約80kgの軽量化や新型電動パワートレイ

ン、回生ブレーキ領域拡大などの消費電力低減技術の採
用により、JC08モード航続距離228kmを達成した（図2）。
また、モード走行には反映されないエアコン使用時のよう
な実用面でも、消費電力の少ないヒートポンプ式室内ヒー
ターの採用（X、Gグレード）とともに、身体を直接温め
ることで室内ヒーターの控えめな使用につながるクイック
コンフォートシートヒーター（運転席・助手席）、ステア
リングヒーター、後席クッションヒーターを全車に標準装
備した。さらに、夏のエアコン消費電力に対しても効果の
ある遮熱天井を採用した。これはルーフトリムにアルミ
フィルムを貼ったものである。また、これまではベンチ

新車紹介

*ゼロエミッション事業本部

日産リーフ・マイナーチェンジ商品概要
Product Outline of Updated Nissan LEAF 

    阿　部　　　徹*
    Tooru Abe

抄 録 日産リーフは初の量販電気自動車（EV）として2010年12月の発売以来、2013年2月時点で
グローバルに5万台以上を販売し、まさに量販EVという狙いを実現しつつある。100％電気自動車ならでは
の「走行中の排出ガスゼロ」に加えて、動力性能や静粛性、さらにはEVの運転をサポートする専用のICT
システムなど、高い評価をいただいている。今回のマイナーチェンジでは発売後のお客さまの声、技術的な
見直しなどを反映し、「EVとしての性能」、「クルマとしての魅力」、「お買い求めやすさ」の3つをポイント
としている。本稿では、この日産リーフのマイナーチェンジの概要を紹介する。

Summary Since its launch in December 2010, Nissan LEAF has sold more than 50,000 units 
globally, thereby realizing its role as a mass-market electric vehicle（EV）．As a 100% EV that produces 
no emissions when driven, it has been highly rated in terms of its acceleration, quietness, and 
dedicated EV ICT system that supports EV driving.  Here, we present an outline of minor changes 
that were made to Nissan LEAF to reflect customer preferences after launch and technical 
updates.  These changes are focused on three points: “EV performance,” “attractiveness as a car” 
and “affordability.”  

Key words : Automotive General, electric vehicle (EV), minor change, LEAF

図ｰ1　外観デザイン
Fig. 1   Exterior design
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レーションファンを作動させると同時にエアコン（冷房／
暖房）も作動していたが、換気だけができる送風モードを
採用した。

2.2　クルマとしての魅力： 仕様装備
2.2.1　より快適に安心してEVを使っていただくために
日産リーフは、充電スポット情報の提供や充電、エアコ

ンのリモート機能などの機能を持つEV専用ICT
（Information & Communication Technology）システムを
採用しているが、今回その機能や表示を追加／改良し、
航続距離に対するお客さまの不安払拭を図っている。主要
な具体例としては、目的地までの使用道路や標高差などを
考慮した「到着時のバッテリー残量予測」、省エネ優先ルー
トを検索する「省エネルート案内」、現在のバッテリー残
量では目的地に到達できない場合に途中の充電スポットを
案内する「立ち寄り充電案内」機能や、急速充電器の「満
空情報提供」（図3）などの充電スポットをより早く見つけ
ることができる新機能を採用した。

また、充電操作については、充電ケーブルのコネクタと
コントロールボックス（図4）を小型・軽量化し扱いやす
くするとともに、夜間充電操作のための充電ポートへの照
明（図5）、充電中のいたずら防止のためのロック機構の
追加を行った。充電ポートリッドの開錠は電磁スイッチ式
とし、インテリジェントキーのリモコンからも操作可能と
することで、開錠し忘れて降車した後の利便性を向上し
た。

なお、バッテリー残量についてはこれまでの12セグメ
ントによる残量メーターに加えて、１％刻みで数値を表示
する機能をメーターに追加し（図6）、より詳細な情報提
供を図った。

2.2.2　基本機能の向上と魅力装備の追加
基本機能としては、新型電動パワートレインの採用に伴

い車載充電器が車両前部に移され、ラゲッジルームが従
来の330Lに対し370L（VDA）と大幅に拡大された（図7）。

この新型電動パワートレインはこれまでも好評であった
発進加速のレスポンスをさらに向上させ、0-100km/h加速
タイムも短縮しながら、静粛性についても向上している。
また、上り坂発進の利便性を向上するヒルスタートアシス
トや、下り坂での速度上昇を抑制しながら同時に回生量を
増やす Bレンジ（X、Gグレード）を採用した。
シートについては、フレームの新設によりシートリフ

ター機能の改善を図った。後席中央席には、上下調整式
ヘッドレストを追加装備している。
内外装については、市場要望の強かった車体色ブリリ

アントホワイトパールとダークメタルグレー（図8）を、

図ｰ 3　充電スポット空き／使用中のアイコン表示
Fig. 3   Displaying “vacant/occupied” of charger

図ｰ 2　e- パワートレインと電力消費効率
Fig. 2   Electric powertrain system and 

power consumption efficiency

図ｰ5　充電ポート照明
Fig. 5   Charge port light

図ｰ6　バッテリー
残量％表示

Fig. 6   SOC% display

図ｰ7　ラゲッジルーム
Fig. 7   Luggage area

図ｰ4　充電ケーブル
Fig. 4   Charging cable
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内装色ではシックでエレガントなブラックを追加し、さら
に内装では本革仕様（ブラックのみ、オプション；図9）
も設定した。また空力性能も考慮した、スポーティでスタ
イリッシュな専用デザインの 17インチアルミホイール（G
グレード；図10）を新設した。

そのほかの魅力装備として、上級オーディオ（省電力を
考慮した7スピーカーシステムBOSE® Energy Efficient 
Series）や、日産車で採用を進めているアラウンドビュー
モニター、高濃度プラズマクラスターエアコンなどを追加
した（オプションまたはグレード別装備）。日産リーフは
プラズマクラスターエアコンと「乗る前エアコン」機能の
併用により、乗車前に車室内の空気を清潔、快適にしてお
くことができる。

2.3　お買い求めやすさ
従来のX、Gグレードに加えて今回、仕様装備を簡素化

した S グレードを設定した。主としてフリートのお客さま

などいつも決まったルートを走る使い方を想定して、 ICT
システム（ナビゲーション、電力消費／充電スポット関連
情報、リモート機能など）は装備していないが、タイマー
充電やタイマーエアコン、80％充電モードなどのEV独自
の基本機能は使用可能としている。

3．そのほか環境への配慮

今回日産リーフのマイナーチェンジでは電動パワートレ
インやバッテリーを始めとして、車両の各所にいたる構造
の見直しや合理化などにより、約80kgの軽量化（日本向
けXグレード）を実現し、消費電力の向上に貢献している。
また、これまでGグレードのみの装備であったASCD
（オートスピードコントロール装置）をXグレードにも設
定し、高速道路において一定速走行による省エネ運転を
促進している。
さらに、電動パワートレインでは、モーターの永久磁石

に使用しているレアアース（ジスプロシウム）の分布拡散
方法を変えることにより、使用量を40%削減することにも
成功している。これは、ネオジム磁石の耐熱性を高めるジ
スプロシウムを従来の均質な分布ではなく、磁石の結晶粒
界（結晶の境目）に分布させる粒界拡散技術によるもので
ある。

4．お　わ　り　に

以上、日産リーフ・マイナーチェンジの商品概要につい
て説明した。電気自動車は航続距離、充電インフラ、価格
などの点でまだ受容されないお客さまも多いため、今以上
の販売台数拡大を実現するためには、これらの改善がまず
必要である。今回のマイナーチェンジでは、これらの中で
クルマとして現在実現可能な改良とともに、更なるクルマ
としての商品魅力の向上を図った。電気自動車は技術的に
は未成熟でもあるため、今後も技術の進歩を織り込みなが
ら、継続して改良、商品力向上をしていきたい。
最後に、本マイナーチェンジに関わったすべての皆様に

深く御礼申し上げます。

図ｰ8　新車体色
（ブリリアントホワイトパール（左）、ダークメタルグレー（右））

Fig. 8   New body colors

図ｰ10　17インチアルミホイール
Fig. 10   17-inch aluminum-alloy wheels

図ｰ 9　ブラック内装（本革仕様）
Fig. 9   Black interior color（leather)

■著　者■

阿　部　　　徹



60No.72（2013－3）

社外技術賞受賞一覧表
１．技術賞
〈2011年10月～2012年10月〉

※主要な技術賞、論文賞、貢献・功労賞を対象に掲載しております。
※所属は受賞時の所属、（ ）は研究開発当時の部署。
※敬称略。

受賞年月 賞　　　　名 受　賞　技　術 受　賞　者

2011.11 平成23年秋の黄綬褒章
〔厚生労働省〕

多年配電制御装置修理工としてよく職務に
精励したこと

栃 木 工 場 和気 義雄

2011.11 平成23年度福岡県勤労者知事表彰
〔福岡県〕

日産自動車九州 中山 憲明

2011.11 平成23年度福岡県優秀技能者等知
事表彰

〔福岡県〕

福岡県優秀技能者 日産自動車九州 波戸口 利治

2011.11 平成23年度栃木県知事表彰
〔栃木県〕

卓越した技能者 成 形 技 術 部 櫻岡　 勤

2011.11 平成23年度栃木県職業能力開発協
会長表彰

〔栃木県〕

卓越した技能者

職業訓練功労者

栃 木 工 場

成 形 技 術 部

鈴木 昌樹

三浦 龍一

2011.11 第8回エコプロダクツ大賞
エコプロダクツ部門 国土交通大臣賞
〔エコプロダクツ大賞推進協議会〕

日産リーフ 日 産 自 動 車

2011.11 平成23年度関東地方発明表彰
発明奨励賞

〔公益社団法人発明協会〕

EV向け高応答加速度システムの発明
（特許第3508742号）

超低貴金属触媒の発明
（特許第4562776号）

電動車用リチウムイオンバッテリーの発明
（特許第4462386号）

EVパワートレイン開発部
EVパワートレイン開発部

先端材料研究所
先端材料研究所
先端材料研究所
実 験 試 作 部
実 験 試 作 部
研 究 企 画 部 
EVエネルギー開発部

車両技術開発試作部
車両技術開発試作部
車両技術開発試作部
車両技術開発試作部
EVエネルギー開発部
先行商品企画室
EVエネルギー開発部

苅込 卓明
伊藤　 健

若松 広憲
中村 雅紀
白鳥 一幸
青山 　誠
池澤 　純
菅 　克雄
安田 博文

瀬川 輝夫
渡辺 正司
太田 正保
榎田 　剛
丹上 雄児
岸本 洋明
雨谷 竜一

2011.12 平成23年度神奈川県技能者等表彰
〔神奈川県〕

卓越技能者

優秀技能者

車両技術開発試作部

車 体 技 術 部
パワートレイン実験部
追浜工場 製造部 
車両技術開発試作部
追 浜 工 場
実験技術開発部 
実 験 試 作 部
パワートレイン実験部
実 験 試 作 部

大沼 義夫

酒井  透
井上  覚
斉藤 隆史
笹目  茂
鈴木 勝美
竹下 敏彦
竹田 和宏
仲田 智彦
野地 昭吉
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社外技術賞受賞一覧表
１．技術賞
〈2011年10月～2012年10月〉

受賞年月 賞　　　　名 受　賞　技　術 受　賞　者

青年優秀技能者 実 験 試 作 部
パワートレイン実験部
車両技術開発試作部
追 浜 工 場
実 験 試 作 部

西尾 直樹
駒形  悟
齋藤  謙
藤井 慎吾
松井  亮

2012.2 2011年秋季大会学術講演会 
優秀講演発表賞

〔公益社団法人自動車技術会〕

抵抗スポット溶接によるMg合金と鋼との
異種材接合

先端材料研究所 宮本 健二

2012.2 第4回ものづくり日本大賞
内閣総理大臣表彰
厚生労働省関係

〔経済産業省・国土交通省・
厚生労働省・文部科学省〕

技能五輪国際大会金メダリスト 日産自動車九州
車 体 技 術 部
車 両 実 験 部

川辺 祐也
三品 英則
武田 将大

2012.2 第9回新機械振興賞
機械振興協会会長賞

〔一般財団法人機械振興協会〕

1モーター2クラッチ式パラレルハイブリッ
ドシステム

パワートレイン第四製品開発部 
パワートレイン第四製品開発部
EVパワートレイン開発部
パワートレイン第四製品開発部 
パワートレイン計画部

早崎 康市
阿部 達夫
安達 和孝
山村 吉典
中条 桂介

2012.3 第44回市村産業賞
貢献賞 
〔公益財団法人新技術開発財団〕

1モーター 2クラッチ パラレルフルハイブ
リッドシステムの開発 

パワートレイン第四製品開発部 
パワートレイン第四製品開発部
パワートレイン計画部

早崎 康市
阿部 達夫
中条 桂介

2012.4 平成23年度科学分野の文部科学大
臣表彰
創意工夫功労者賞

〔文部科学省〕

燃料電池小型化のための薄型ガス拡散層の考案
主軸スピンドルツールクランプ潤滑装置の考案
主軸スピンドルツールクランプ潤滑装置の考案
鋼板切断機械のアルム鋼板搬送方法の考案
加工機扉の開閉動力による部品自動搬出装置の考案
バンパー搬送用吸着パッドの考案
前進使用AGVでの台車バック走行運搬の考案
産業廃棄物削減に向けた塗料粕含水量の改善

実 験 試 作 部
横 浜 工 場
横 浜 工 場
追 浜 工 場
栃 木 工 場
栃 木 工 場
日産自動車九州
日産自動車九州

日吉 孝則
西澤 正哲
鈴木 裕次
村山 英雄
山崎 　明
星 　真一
菅野 秀則
西田 隆則

2012.4 2011年度日本機械学会賞
日本機械学会賞（技術）

〔一般社団法人日本機械学会〕

1モータ2クラッチパラレルフルハイブリッ
ドシステムの開発

パワートレイン第四製品開発部 
EVパワートレイン開発部
パワートレイン計画部
パワートレイン第四製品開発部 
ジヤトコ株式会社

早崎 康市
安達 和孝
中条 桂介
山村 吉典
大曽根 竜也

2012.5 第62回自動車技術会賞
技術開発賞

〔公益社団法人自動車技術会〕

高性能電動パワートレインおよび高応答加
速度制御技術の開発

綺麗を科学した内装防汚および洗浄技術の
開発

EVパワートレイン開発部
EVパワートレイン開発部
EVパワートレイン開発部
EVパワートレイン開発部
EVパワートレイン開発部

材 料 技 術 部
材 料 技 術 部
材 料 技 術 部
材 料 技 術 部
材 料 技 術 部

伊藤　 健
石川 茂明
大久保 孝仁
阿部 　誠
佐藤 義則

高橋 香帆
小暮 成夫
福井 孝之
吉田 智也
村上 憲太郎
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社外技術賞受賞一覧表
１．技術賞
〈2011年10月～2012年10月〉

受賞年月 賞　　　　名 受　賞　技　術 受　賞　者

2012.5 平成24年度クボタ賞
〔公益社団法人日本鋳造工学会〕

アルミニウム合金鋳物・ダイカストの基礎研究、
新工法開発による鋳造技術発展への貢献

パワートレイン技術開発試作部 神戸 洋史

2012.6 平成24年度全国発明表彰
発明協会会長賞

発明実施功績賞
〔公益社団法人発明協会〕

グローバルゼロエミッションEV（電気自
動車）の意匠
（意匠第1389080号）

プロダクトデザイン部
プロダクトデザイン部

取 締 役 社 長

山崎 一樹
藤原 正英

カルロス ゴーン

2012.8 2011年度技術部門貢献賞
〔公益社団法人自動車技術会〕

電気動力技術部門委員会
振動騒音部門委員会
インパクトバイオメカニクス部門委員会
トラフィックセイフティ部門委員会
ヒューマンファクター部門委員会

技 術 企 画 部
実験技術開発部
車両性能開発部
モビリティ・サービス研究所
モビリティ・サービス研究所

松永 康郎
波頭 伸哉
村上 大介
清水 洋志
萩野 光明

2012.8 2012年春季大会学術講演会 
優秀講演発表賞

〔公益社団法人自動車技術会〕

品質ばらつき抑制プロセスを適用したステ
アリングシミー改善

Nissan PV第二製品開発部 木村 修一

2012.9 平成24年度卓越した技能者表彰
（現代の名工）

〔厚生労働省〕

木型木工（自動車用鋳造部品の木型製作にお
いて卓越した技能を有している。量産時と同じ
試作部品ができる木型加工法を開発したほか、
CAD・CAM工法を導入し木型の製作期間の大
幅な短縮も実現するなど、生産性の向上や品質
向上、原価低減に努め、木型の信頼性向上に大
きく貢献した。また、後進の指導・育成にも尽
力している）

成 形 技 術 部 斉藤 丈二 

2012.10 2012年度部門一般表彰
優秀講演表彰
〔日本機械学会 動力エネルギー

システム部門〕

部分空間同定法を用いたスタック状態計測 
（2011年次大会）

EVシステム研究所 浅井 祥朋

2012.10 米国メディアパネル・イノベーショ
ンアワード 2012
自動車関連分野
〔CEATEC JAPAN 実施協議会〕

自動運転機能搭載NSC-2015 日 産 自 動 車
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社外技術賞受賞一覧表
２．製品ほか受賞
〈2011年10月～2012年10月〉

受賞年月 受賞車（製品）、その他 受　　賞　　名 主　　　催

2011.10

2011.10

2011.11

2011.11

2011.11

2011.11

2011.11

2011.11

2011.12

2011.12

2011.12

2011.11

2011.11

2011.12

2011.12

セレナ

日産自動車

日産自動車

Juke 

Juke

Grand Livina 1.5 XV

日産リーフ

日産リーフ

日産リーフ

3.5L DOHC V-6 HEV 
(Infiniti M35h)

スカイライン クロスオーバー
「セラミックブルー（外装）／ブラ
ウン（内装）」

日  辰D50
（東風日産 ヴェヌーシア「D50」）

日
（東風日産）

日産自動車グローバルサイト

THE PLANET ZERO

2011年度グッドデザイン賞

平成23年度証券アナリストによるディス
クロージャー優良企業選定
・ 自動車･同部品･タイヤ部門 第1位

2011年度（第16回）IR優良企業賞
・ IR優良企業賞

MobilMotor Indonesian Car of the Year 2011

MobilMotor Indonesian Car of the Year 2011
・Best Small SUV

MobilMotor Indonesian Car of the Year 2011
・Best Fuel Efficiency

2012年次RJC カーオブザイヤー
・ 最優秀賞

2011-2012日本自動車殿堂イヤー賞
・ 2011-2012日本自動車殿堂カーオブザイヤー
・  2011-2012日本自動車殿堂カーデザイン
オブザイヤー

2011-2012 日本カー・オブ・ザ・イヤー

10ベストエンジン賞
（2012 Ward's 10 Best Engines）

オートカラーアウォード2012
・ グランプリ
・ 文化学園大学セレクション

最佳即将上市新
（最も期待される新車賞）

最佳汽 制造商
（最優秀製造メーカー賞）

第5回企業ウェブ・グランプリ
・ コンセプト＆アーキテクト部門グランプリ

第5回企業ウェブ・グランプリ
・  コンテンツ企画＆ライティング（B2C）
部門グランプリ

公益財団法人日本デザイン振興会

公益社団法人日本証券アナリスト
協会 ディスクロージャー研究会

一般社団法人日本IR協議会

（インドネシア）「Mobilmotor」誌

（インドネシア）「Mobilmotor」誌

（インドネシア）「Mobilmotor」誌

NPO法人日本自動車研究者 
ジャーナリスト会議

特定非営利活動法人日本自動
車殿堂

日本カー・オブ・ザ・イヤー実行
委員会

（米）ワーズコミュニケーション社

一般社団法人日本流行色協会
（JAFCA）

2011广州 展 委会
（広州モーターショー組織委員会）

2011广州 展 委会
（広州モーターショー組織委員会）

ウェブ関係者の参加企業による
自主運営

ウェブ関係者の参加企業による
自主運営

※主要な製品賞を対象に掲載しております。
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社外技術賞受賞一覧表

〈2011年10月～2012年10月〉

受賞年月 受賞車（製品）、その他 受　　賞　　名 主　　　催

2011.12

2011.12

2011.12

2012.3

2012.8

2012.10

2012.10

2012.10

2012.10

2012.10

2012.10

太陽光発電と日産リーフ用バッテ
リーを組み合わせた電気自動車用充
電システムの開発

リローンチ広告の成功の鍵は「視点」
が握る ～日産マーチの事例から～
（宣伝部 黄珊珊）

100年に一度の変革 ～100年に
一度のマーケティングを目指して─
電気自動車の市場導入～
（販売促進部　大村昌宏）

日産自動車

東風日産乗用車公司 広州風神汽車
有限公司
花都工場

シーマ

NV350 キャラバン

ノート

日産スマートハウス－2012

日産新型急速充電器

日産自動車

第2回（平成23年度）かながわ地球温暖化
対策大賞
・ 温室効果ガス削減技術開発部門

第38回JAA広告論文
・ JAA銀賞

第38回JAA広告論文
・ 優秀賞

2012（第5回）J-Winダイバーシティ・アワード
・ 準大賞

2012年度（第2回）GOOD FACTORY賞
・ ファクトリーマネジメント賞

2012年度グッドデザイン賞

2012年度グッドデザイン賞

2012年度グッドデザイン賞

2012年度グッドデザイン賞

2012年度グッドデザイン賞

平成24年度証券アナリストによるディス
クロージャー優良企業選定
・ 自動車･同部品･タイヤ部門 第1位

神奈川県

公益社団法人日本アドバタイ
ザーズ協会（JAA）

公益社団法人日本アドバタイ
ザーズ協会（JAA）

特定非営利活動法人ジャパン・
ウィメンズ・イノベイティブ・ネッ
トワーク

一般社団法人日本能率協会

公益財団法人日本デザイン振興会

公益財団法人日本デザイン振興会

公益財団法人日本デザイン振興会

公益財団法人日本デザイン振興会

公益財団法人日本デザイン振興会

公益社団法人日本証券アナリスト
協会 ディスクロージャー研究会



編　　集　　後　　記

日産技報第 72 号をお届けします。本号では、「セーフティ・シールド」コンセプトに基づく安全技術を特集し、
技術紹介では「セレナに搭載した S-HYBRID システム」、「新型マルチリンクサスペンション」を、新車紹介で
は「ノート」、「シルフィ／セントラ」、「日産リーフ」を取り上げています。予防安全技術については、幾つか
の国内自動車メーカーがTVコマーシャルを積極的に活用し宣伝合戦も熱を帯びてきていますが、当社も数年
前より「セーフティ・シールド」コンセプトに基づいた最先端安全技術の積極的な市場投入を進めるなど、交
通事故死亡・重傷者撲滅に向けたVision Zero 構想を着実に実行してきております。特に、今号でご紹介してい
る ITS（Intelligent Transport Systems）技術を活用した安全システムは、長年に渡り当社が重点的に育んでき
た技術であり、近未来の自動運転につながる重要領域と言えます。 他方、こうした技術は安全装備であるものの、
量産車両への本格採用には大きなコスト制約があり、一層の低コスト化が求められております。そのような環
境の中、当社エンジニアならびに部品開発サプライヤ様の普及促進のための低コスト化努力により、その搭載
率は大きく向上し、カメラやレーダシステムなどは、なくてはならない必須アイテムに成長してきております。
本誌は、当社の第一任者が精力込めて執筆した充実した内容で構成しておりますので、是非、御一読頂ければ
幸いです。また、技術紹介ならびに新車紹介におきましても、今後の当社の商品を牽引する技術が多数紹介さ
れておりますので、合わせてご覧ください。
末筆ですが、今号に寄稿頂きました方々に、改めて厚く感謝申し上げます。

̶ 日産技報編集委員・木 村 敏 也 ̶

2012年度日産技報編集委員会（Editorial Committee）
委 員 長（Chairman） 
　原　田　宏　昭   先 端 材 料 研 究 所
　（Hiroaki HARATA） 
副委員長 
　小野川　　　馨  パワートレイン開発本部
委　　員 
　今　西　朗　夫  商 品 戦 略 室
　髙　城　龍　吾  技 術 企 画 部
　佐　藤　正　晴  Infi niti 製 品 開 発 部
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デザイン本部で INFINITI を担当している山本です。ぶつからないクルマの
実現に向け、日産はセーフティ・シールド（クルマが人を守る）コンセプト
に基づき、世界に先駆けて安全技術の開発を推進しています。今回の表紙デ
ザインは、全方位に対する運転を支援するシステムによってドライバーのみ
ならず全ての乗員がクルマによって守られている、というイメージを表現し
たいと考え、緻密に制御されている運転支援システムの様子をクルマのトッ
プビューと周りの解析グラフを用い未来的な表現にまとめあげました。

プロダクトデザイン部
山本　孝紀

表紙コンセプト




